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	送信先
	各地方本部、全単組・総支部（中継同報）

	送信日時
	２０１１年４月　４日　午前１０時
	担当部局
	政治部（小林）

	タイトル
	　統一自治体選挙終盤にむけて


連日の取り組みに対し敬意を表します。連合北海道　会長から統一自治体終盤へむけ檄がありましたので送ります。

ほっかいどうの原動力、連合の底カを結集しよう！

第 17 回統一地方自体選挙・前半の闘いは‘投票日まで、あと６日となった。各陣営は最後の追い込みに入っている。東日本大震災の影響から当初から、陣営や有権者の戸惑いや遊説活動の自粛ムードが漂う中での選挙戦となったが、こうした時期だからこそ、候補者は地域主権、地域行政をめぐる政策をしっかりと訴えて、政治力を結集していくべきだ。

本日（４日）、マスコミ各社から知事選挙・前半の世論調査結果が報道になった。連合推薦の「木村　としあき」知事候補は、現職候補を追う厳しい闘いとなっている。告示前に劣勢だった民主支持層の支持を地方遊説が中心だった前半の闘いで取り戻しているものの、民主支持層を固めきれていないことや、自公支持層への切り込みや勝敗の力ギとされている無党派層への浸透が不足しており、このままでは危機的な状況にある。後半の闘いでは、道内の有権者の３分の１を占める道都・札幌決戦となるが、民主党の衆参国会議員を先頭に、民主支持層をさらに引き寄せ、企業・団体への働きかけを強め、無党派層や自公支持層へ浸透・切り込んでいかなければならない。

大震災の影響で選挙ムードが上がらず、新人候補にとっては苦しい闘いを強いられているが、木村候補は３日の札幌・大通り集会で、道民の命と財産を守るのが「知事の仕事だ！」と、福島第一原子力発電所・事故の風評被害が道内にも及ぶ中で、道産品の安心・安全性を世界に発信すべき、東北被災地の「食料は任せてください」と、いち早く打ち出していくのが「道庁の役割」だと、現知事の危機意識と発信力不足、中央依存体質を批判した。
また、現知事の８年聞で、道財政は７０００億円の借金が増えた。なのに、道民所得は「下がりっぱなし」と指摘。現知事が支庁制度改革を巡って市町村との信頼関係をなくしたことに、「道庁は市町村の上にあるのではない」、１７９市町村と一緒になって地域政策を進め、地場産業を強くし、その力を束ねていくのが「道庁の仕事だ」と力説した。道内経済を立て直し、道民が安心して募らせる社会を築いていくには、「気力」、「体力」ともに充実、発信カと危機管理対応のできる行政リーダーが必要である。現知事に代わるニューリーダーを、この選挙で誕生させなければならないことを改めて確認した。
期日前投票も４月２日から本格的に始まっている。今回の場合、投票率の低下も予測されているが、そうした時こそ組織力が試される。ほっかいどうの原働力・連合の底力を発揮しよう！そして、木村知事の誕生と推薦道議候補の勝利、札幌上田市長の三選・市議会第一党を目指して、連合北海道に結集する全構成産別、地協・地区連合が総力を結集して組合員・家族、退職者 OB へ「もう一声掛ける」運動を徹底しよう！
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